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学びに向かう力を育てる授業の在り方

～外的リソースを活用した総合的な学習の時間とカリキュラム・デザイン～

矢出大介

子どもが課題解決のために各教科 ・領域を横断的に学んでいくことで， 学びに向かう力を育てることができる

と考えた。カリキュラムの中心に総合的な学習の時間を位置付け，外的リソースを活用していった。学びをとお

して， 子どもの自己肯定感が， 自己有用感→自己使命感の順に高まっていくことを意識した単元を構想した。単

元の流れとしては，環境について考え，自分たちが知らないうちに環境を汚していたり，様々な人々に支えられ

たりしていることを知り， 自分たちに何かできないかを考える。そこで，発展途上国の支援をしている人と出会

い， 一緒に支援していく。子どもたちが支援のために努力をしていくことで，周りの人たちが一緒に活動してく

れることを知楳していく。多くの人と一緒に活動したことでラオスに井戸を作ることができ，自分たちも社会の

役にたっていると感じる。日々の生活においても，周りを見て自分たちにできることをしていこうとする気持ち

が育っていった。

キーワード ：キャリア教育，カリキュラム ・デザイン，総合的な学習の時間 PDCAサイクル，外的リソース

1 . はじめに
中央教育審議会答申（平成28年12月21日）では，

カリキュラム ・マネジメントを3つの側面に整理され

たものが示された。（①各教科等の教育的に内容を相互

の関係で捉え，学校の教育目標を踏まえた教科横断的

な視点で，その目標の達成に必要な教育内容を組織的

に配列していくこと。②教育内容の質の向上に向けて，

子どもたちの姿や地域の現状等に関する調査や各種デ

ータに基づき，教育課程を編成し， 実施し，評価して

改善を図る一連の POCAサイクルを確立すること。③

教育内容と，教育活動に必要な人的 ・物的資源等を，

地域等の外部の資源も含めて活用しながら効果的に組

み合わせること。）

1 . 1 研究仮説
こういった状況の中，本校における研究である未来

に生きて働く資質 ・能力の育成と絡めて，特に総合的

な学習の時間を中心としたカリキュラム ・デザインと

外的リースの活用が資質 ・能力の中でも特に学びに向

かう力を育むのではないかと考えた。

2 研究の目的・方法
2. 1 目的

本研究の目的は，本校の子どもたちに必要である学

びに向かう力を育むために，小学校5年生における総

合的な学習の時間を中心としたカ リキュラム ・デザイ

ンと外的リースの活用方法を探ることにある。

2. 2 分析方法

和歌山大学教育学部附属小学校5年生A組 28名を

噂としに子どもたちは，これまでも総合的な学習

の時間などで，実社会の間題解決の学習を行ってきて

いる。今回，外的リソースの活用を意識し，総合的な

学習の時間だけでなく，国語科，図工科，社会科，特

別活動，道徳科と関連させて学ぶことで，学びに向か

う力を育むことができたかを検証していくこととした3

なお，子どもたちの振り返りの記述等の分析，アンケ

ート結果等からその結果もしくは課題を抽出する。

3 結果と考察
単元の前後で，学びに向かう力が育まれたかどうか

をアンケート及びそれを元にした聞き取りによって以

下のように抽出しナこなお，附属小学校という特性を

踏まえ，研究を目的とした教育機関であることはこど

もたちも理解しているため， 「学びに向かう力が育まれ

たかどうか」という話し合いが可能であったことを付

しておく。

4 単元の流れ

環境問題を中心にした総合的な学習の時間の単元

を考えた（図1)。

一単元計画 （全30時間）
1第一次世界の日本の現状を知る 9時間

生き物と環境の関わり

森林問題と私たちの生活とのかかわり

森林問題をめぐる人々のかかわり

環境問題と私たちとのかかわり

1第二次日本と世界の水問題を知る 6時間

環境アドバイザーに水問題を教えてもらう

自分たちに何ができるかを考える

SDGsゲームで世界の問題を知ろう

1第三次ラオスのためにできることを考える7時間

宍戸先生のラオスヘの思いを聞く

ラオスにできることは何かを考える

1第四次自分たちの考えと成果を発信する 8時間

自分たちの考えと成果を発信する

図1総合的な学習の時間の単元計画
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他教科の学びとつなげて学んでほしいと考えたため， ム・デザイン（図2)に記している。

この単元は2学期から開始しt::.o詳しくはカリキュラ

5年A組 総合的な学習の時問を中心としたカリキュラム ・デザイン

単元名 ：つながれ笑顔 和歌 山とラオス

カリキ ュラム ・デザイ ンの視点

教科 ・領域横断 I POCAサイ クル 1 内外資源の活用

゜ ゜
課題設定

課

主として育みたい資質 ・能力

探究力

梢報収集

情

整理二竺十竺ご表現

整 表

［ 各教科 ・ 領域において探究のプロセスがつながることで、知識の活用 • 発揮が促され、探究のプロセスが充実

していくイメージ）

I 
昨年度の学び「ごみのしまつと活用」「命とくらしをささえる水」

・ゴミ処理や飲料水の確保は計画的，協力的に進められていることを理解する。 （総合：情報収集）

社会科 (7時間）

「これからの食料生産」

. B本の食料自習率の低さについて知り、

どうして自給率が低いのか疑問をも

つ。（総合 ：課題設定）

• 日本の食料自給率を取り巻 く環境につ

いて調べることで手に入れた総合の問

題解決に生かされる。 （総合：情報収集、

整理分析）

図エ (2時聞）

「エコメッセージを描こう」

・社会 ・総合で得た知識を活用し，自分の

考えを絵で表現をする。絵で表現する

ことで，今の自分の考えを整理する。

（総合：課題設定，情報収集，整理分析）

特別活動 (2時問）

「オリパラ教育」

・オリバラに関わる多くの人たちがそれ

ぞれの立場で自分のできることを粘

一杯し ている姿を知った ことが総合

の問題解決に活かされる

（総合：情報収集、整理分析）

※総合は総合的な学習の時間の略

I情

問圃覺見

見通し

問題解決①

考察

「どうしで冒墳罐

蠣が遍んでいるの

だろうか．自分た

ちにできることは

なんだろう」

•一
一

るだろう』

図2 カリキュラム・デザイン表

国語 (5時間）

明日をつくるわたしたち」

得た知識を活用し、捉案内を杏く。ま

た、世界をより良くする考えをまとめ

として｀提案害を吉くことで告く活動

の目的が明確になる。

（固：課題設定、情報収集、整理分析）

「もし世界が 100人の村だったら」

「ハチドリのひ としずく 」

• 特別な教科道徳の学習で見い出した

「自分のできることをする」 「仲間を増

やす」という考えを CHANGEでの構

想に生かす。(C:1青報収集）

• 総合で行う活動を行うことで、迫徳科

で気づいた価値をより深く実感する。

（道 ：まとめ ・表現）

「グラフや表を使って」

• 総合の学習で世界の現状や現境問題で

得た知識を活用し、提案苫を内く。ま

た、世界をより良くする考えをまとめ

として、提案告を掛くことで書く活動

の目的が明確になる。

（国：課題設定、情報収集、整理分析）
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4・1 カリキュラム・デザイン
年間 70時間と限られた総合的な学習の時間の時数

を有効に活用するために，他教科とのつながりを意識

した。

社会科「暖かい土地の暮らし」「これからの食料生産」，

特別な教科道徳「もし世界が100人の村だったら」「ハ

チドリのひとしずく 」 で学んt~ 世界の現伏などが総
合的な学習の時間の問題解決に知識を補完するかたち

で活用される。また，総合的な学習の時間で探究的に

学んだことを表現 ・発信する段階で，国語科「明日を

つくる私たち」図工科の 「エコメッセージ絵画」とつ

なげることで，発信する力を高めていきたいと考えた3

カリキュラム ・デザインする時には，昨年度の学び

である「ごみのしまつと活用」「命をささえる水」を意

識した3

4. 2 外的リソースの活用の効果
小学5年生にとって環境問題を考えることは，容易

なことではない。環境問題は複雑であり，専門的な知

識が必要になる。子どもが環境問題に対する問題意識

ももっためには，環境に対する知識を得る必要がある。

1人の教師が知識を伝えていくことによって，単なる

疇ぴ疇となり，子どもの学びは受け身になってし

まうことが多い。環境問題の専門家に，ゲストティー

チャーとして知識を伝達してもらうことで，単なる知

識の伝達ではなくなる（図3)。子どもは，専門家への

憧れの気持ちをもち，自分たちも出会った専門家のよ

うに努力をしたいと思えるようになる。
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図3 環境教育の専門家との出会い

そのためには，教師が年間のカリキュラム ・デザイ

ンを作成した上で，専門家と育ってほしい子どもの姿

を中心とした打ち合わせをする必要がある。

出会っていった大人との学びを価値付ける教室掲示

（図4)が大切になる。これにより，クラス全員で学

びや思いを共有したり，次の学びにつなげたりしてい

くことができる。

図4 出会った大人む面直づける教室掲示

まとめ ・表現においては，これまで出会った大人に

「感謝の気持ちを伝えたい」「自分たちの学びを伝えた

い」など， 主体的

な学びを支えて

くれる。相手意

識がはっきりす

ることで， 自分

たちの学んだこ

とを伝えるため

には，必要な情

報を整理 ・分析

していく （図

5)。

4. 3 アンケート内容
単元の前後でアンケートを行い，学びに向かう力の

変化を考察した3

図5 情報を整理・分析

Q1身の亘りをよく観察していろんなことに 思う

気づくぽうだ あまり窓文町

思虞＼

Q2身の回りの問題に気づき，周りの人といっ 思う

しょ口諏できるまうだ あまり栽ヌ如

思＼

Q3新U八ことを勉描したり，知ら砥＼ことを 思う

初めて即こり．隠たりするとき．「忠宏ろ あまり窓プ如

う？」「どうしてそうなむ造ろう？」と考え 思わない

るまうだ

Q4.身a回りにP躙を見づガこときそ⑪叡 心EB、つ-

方法を自分で発想しそれを大切にするまう あまり思噂＼

だ 思＼

Q5新Uハことを砺螢したり．伺がこチャレン 思う

ジるとき「もっde□りたい」頃うことに あまり窓ヅ如

ついて人口開いたり，自分で閲べたりするま 思わない

うだ

Q6新Uハことを述劉したり．伺がこチャレン 思う

ジるとき自分で目漂をたて．目漂匂こっせ あまり忠文即

いするためにとうしたらいいかを自分で者え 思わない

る151c.

Q7新Uハことを恕螢したり．伺がこチャレン 思う

ジするとき．翠しても何度でもやり直した あまり窓文即

V), よろよいやり方を者えてあき蕊匁いで 思＼

やろうとす琴うだ

学びに向かう力の高まりを検証するために必要な項

目である Q4「身の回りに問題を見つけたとき，その解

決方法を自分で発想し， それを大切にするほう t~ 」 Q5

「新しいことを勉強したり，何かにチャレンジずると

き， 「もっと知りたい」と思うことについて人に聞いた

り，自分で調べたりするほう芯」において，単元前で

は里わない，あまり思わないと考える子どもが多くい

た。しかし，単元後のアンケートでは，思うと答える

子どもが多くいた。

初等中等教育分科会 「2.新しい学習指導要領等が目

指す姿」 (H29年9月14日）では学びに向かう力，人

間性等を以下のように記している。

• 主体的に学習に取り組む態度も含めた学びに向

かう力や，自己の感情や行動を統制する能力， 自
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らの思考のプロセス等を客錮的に捉える力など，

いわゆる 「メタ認知」に関するもの。

・多様性を尊重する態度と互いのよさを生かして

協働する力，持続可能な社会づくりに向けた態

度 リーダーシップやチームワーク，感性， 優し

さや思いやりなど，人間性等に関するもの。

4.4 考察

アンケー トQ4「身の回りに問題を見つけたとき，そ

の解決方法を自分で発想し，それを大切にするほう尽」

Q5「新しいことを勉強したり，何かにチャレンジした

りするとき，もっと知りたい」のアンケー ト項目の答

えは思わないと答えていた子どもが思うに変化した理

由を考察した。

最も大きな理由は，子どもの自己効力感の高まりが

関係していると考える。

今回の単元では，前半に多くの大人と出会い，環境

や発展途上国と日本の現状についての知識を得た。そ

の知識を元にして，調べ学習などを行っていく中で，

自分たちの解決すべき課題を見つけていっt:=a
そして，その課題解決を自分たちが行っていった3

この自分たちが行った活動により，改善されたり，自

分たちの考えに賛同したり してくれる人たちが増えた

ことを実感していっt::.o
まず，子どもたちが行った活動は，学校I 食の残愧：

0プロジェク トだっt::.o日本はたくさんの食べ物を輸
入しているにも関わらず約 40%も廃棄している現実

を知った。そして，自分の学校でも 1日約15kgのご飯

の残食があることを知っt::.oそこで，まずは，自分た
ちのクラスの残食：をなくす。その上で，学校全体の残

弓•--;a1塁食をなくす • 

ための活動

することに

なった。

各クラス

の残食チェ

ックを行

い，現状を

知った（図 ---― 6)。 図6 給食の残食チェック

そして，自分たちが学んで知った飢餓に苦しむ世界

の現実と日本の廃棄の現実を中心にして，残食を減ら

していってほしいと訴えた（図7)。

ク

図7 残食を減らすよう呼びかける

実際に学校全体の残食が減っていった。それによっ

て，調理員さんや栄養教諭にお礼を言ってもらえた。

自分たちの行動に賛同してくれる友達がいて，感謝し

てくれる人がいることを輿惑していた3

このような活動を知った環境問題に取り組んでいる

地域の人が， 和歌山市の中心の商店街で5Aの子ども

たちの考えを発信することを提案してくれた3 子ども

たちは，自分たちの努力が学校だけでなく，地域の人

も分かってくれて，味方になってくれると感じていた。

これにより， 自分たちの環境問題やラオス支援に対す

る本気さを伝え，今まで関わってくれた大人に自分た

ちの考えを分かってもらいたい，協力してもらいたい

と考えるようになった）自分たちの考えや活動を伝え

るために動画などにまとめていった。

その後子どもたちは，環境問題を解決し， ラオス

の子どもたちを支援したいと考えるようになっていっ

た。

5. 成果と課題
5. 1 成果

発展途上国と日本の生活を比較しながら環境問題 ・

貧困問題などについて，発展途上国で支援活動をした

人や環境問題の解決に取り組んでいる専門家の方と出

会っていきながら知識・理解を深めていくことができ

た。その上で，束酋可アジアで学佼建設に取り組んでい

る人と出会い，その人と一緒に東南アジアのために井

戸を作るなどの支援を行っていごうと考えるごとがで

きた。この活動をとおして，今まで知らなかったこと

を知り，その解決のために個人としてできること，ク

ラスとしてできることを本気で取り組み，その成果と

して自分たちの考えに賛同してくれる仲問を増やして

いく。そして，寅際に自分たちの力で何かができるこ

とを実感することで自己効力感を高め，学びに向かう

力を裔めることができに このような効果をカリキュ

ラム ・デザインと外的リソースを活用したことで限ら

れた時間で成果を出すことができた。

5. 2 疇
環境問題は身近に考えることができたが，ラオス支

援に関しては，子どもにとって身近に考えることが難

しかっt.:.o1年間でラオスを支援することを目標とも
つことにより，子どもが発展途上国を 「支援してあげ

る」のような間違った考えになる可能性があると感じ

た。学校全休でカリキュラム ・デザインをし，数年か

けて発展途上国の文化なども理解しながら相手への尊

敬の気持ちを大切にした上で，自分に何ができるかを

考えていくことをもっと大切にした単元にする必要が

あった3
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